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他者の性格特徴に関する'情報獲得過程＊

OntheProcessofAcquisitionoflnformation

about

theFeaturesofOthers，Personality

佐藤美*＊
ｍｔＤ”SZzt0z(，

序

「人間は社会的動物である」とは，ギリシャの高名な

哲学者の言葉であるが，彼の言うように我々人間がこの

社会で生活していく限り，他者との相互作用なしに姫き

てはいけない。この他者と掛かり合う際，その人の性

格・態度等の属性を知覚することは，社会的行動を遂行

していく上で，最初の経験であるとともに，非常に重要

な事柄である。このことを社会心理学では，対人知覚

(personperception）と呼び，今｢1では重要な研究分野

の一つとなっている。

しかし，この分野の研究が活発に行われるようになっ

たのは，そう古くからではなく，1950年代に入ってから

のことであり，その塙矢となったのがＡsch(1946)のパ

ーソナリティの印象形成に関する実験であったと，筆者

は記憶する。その後の研究動向は，Tagiuri＆Petrullo

(1958),大橋（1960)，長田（1966)，Tagiuri（1969）等の

概観に詳しいが，刺激として形容詞語から写真・筆蹟・

録音された声・実際の人物等が用いられ，刺激の範囲が

広められてはいるが，殆んどの研究が一時点での知覚を

問題にしているに過ぎない。一般に，他者の性格特徴の

知覚は，一目)凸た瞬間に成立することもあるかもしれな

いが，多くの場合，何度か会ううちにその人がどういう

性格の人であるかということが，次第に分ってくるもの

ではないだろうか。この問題をこのような観点から検討

したものは，筆者の知る限り，Ｎｅｗｃｏｍｂ(1961)，笹尾

(1969)等の研究以外，殆ど見当らないのが現状である。

ここで，本実験の礎石である笹尾の研究の主要な結果

を簡単に紹介する。笹尾は，「他人の性格特性の認知」

についての愉報の獲得がいかなる過程を経るかを検討す

るために，５回の面接経験（面接者・被面接者はこの面
、●●■●●●●●●

接回数を事前に知らされていた）を通して，５人の面接

者に対し，それまで面識のない10人の被面接者に会わせ

た後，性格特徴の評定をさせた。その結果１）獲得する

全情報量の変化は，たちあがりの速い曲線を描いてお

り，一定の型がみられた（Fig.１)。２）最終評定と一致

する情報量の変化は，直線を描いている（Fig.２)。とい

う結果を得た。

そこで本研究はこれを更に吟味するために，人間の情

報獲得過程研究の一環として，面接経験の増加に伴な

う「他者の性格特徴」に関する情報が，いかなる過程を

経て獲得されていくかを二つの実験から考究する。

実験１

月的面接場面における他者の性格特徴に関する情報

’獲得過程を検討する。

資料収集の方法

１）資料収集のための材料｡「精研式第一印象評価

Ｉ１ｊ紙」の質問項目(60項目）゜擬装のための質問項目一

＊本論文は筆者の修士論文（佐藤’1973ａ）に基づくものであり，その一部}よ日本心理学会第３７回大会において報

告した（佐藤，ｌ９７３ｂ）

*＊御指導賜わりました印東太郎教授に記して謝意を表します。

また,実験Ｔ，Ⅱを通して被験者を快諾された譜学兄に感謝します。
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いるのか，つまり大学生の生活意識を知りたいと思いま

すので，大学生の生活についてというテーマで，これか

ら数回（たかだか１０回伽後）にわたり自由に話し合っ

ていきたいと思います｣。そして面接者には，別に，次

のような上記以外の教示を寝前に与えておく。「これか

ら初対面の人と－締に討論に参ＤＩＩしてもらいます。そし

て各討論終了後に，その人がどういうパーソナリティの

人であるかを評定してもらいます。この実験の実施にあ

たり次の事に注意してください。①討論場面'Ｉ｡，後でパ

ーソナリティの評定をすることを，被面接者に気づかれ

ないこと。（実験期間中，被面接者は自分が評定されて

いる事を知らされていない。）②面接者は，後でパーソ

ナリティの評定をするために参考になるようなことを，

対論場面で話題になっている事柄の中から質問してもよ

い、しかし，画間項｢|の|ﾉl容そのものずばり－“あな

たは神経質ですか'，というようなことは聞かないこと。

③被面接者に対して集中的に質問しないこと」即ち，討

諭のメンバー全員にまんぺんなく質問する。

このようにして，面接者は実験当初，初対面であった

被面接者と７回の討論過混（以「面接ｌ～７と呼ぶ）を

経て知合っていく。

５）性格特徴の評定評定は，各面接終了後，面接者

だけ集めて行われる。実験者は，呈示順序による評定の

歪みを避けるために,質問項目カードを察前にshuHleし

て与える『，各面接者は，討論場面での被面接者の言動

に基づき，質問項目カードの呈示順序に沿って被面接者

の性格特徴を５段階評定尺度（Fig.３）で評定を行う。

またその評定に際し，どの程度の自信をもって行ったか

を知るために，自信Ｉｌｌ[の程度を評定尺胚（Fig.４）で記

入してもらう。もし質問項'二1に対して回答できない時，

評定尺度になにも記入せず，自信値の記入欄に「ｏ」を

iiid入し次の質問項目へと進む。

〆iJrr
１２３’１５

ＮｕｍｂｅｒｏｆｉｎｔｅＴｖｉｅｗｓ

ＴｈｅａｍｏｕｎｔｏｆｉnformatioIlacquired

througheacｈｉｎｔｅｒｖｉｅｗ：Theaverage
ofeachinterviewer．

（Sasao,Ｔ・’969）
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（Sasao,Ｔ、1968）

繰返による効果を防ぐために｢精研式第一印象評価用紙」

の質問項目と内容の類似したもの（30項目)。各質問項

目は，呈示順序の効果による影響を避けるために，１項

目が1枚のカードに印刷されている。カードの大きさは

7ｃｍ×１３ｃｍである。。回答11]紙

２）実験の時期昭和４７年１０月～１２月

一週間隔で７回にわたり実施。但し，被験者は面接回
●●●●●●●●

数を事前に知らされていない。

３）被験者゜面接者（評定者）－心理学専攻の男

子大学院生４名･被面接者（被評定者）一男子大学生

３名。なお，面接者と被面接者は本実験が行なわれるま

でお互に全く面識のない者が選ばれた。

４）手続実験者は被験者（面接者・被面接者）全

員に対して次の教示を与える。「あなた方大学生が，現

在どのような考え方をし，どのような日常生活を過して

２１ ３ ４ ５

杵通かなりかなり非常に
ないあるある
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６）各面接終了後，面接荷に被面接者のパーソナリテ

ィを自由に記述してもらう。すなわち，ここでは，被面

接者のパーソナリティをずばり一言で表現してもらう画

結巣

１．資料整理の方針イミ実験における情報獲得過程の

検討では，次の２つのレベルを取上げる。①質問項目に

対する回答レベルにおける情報獲得過程。②パーソナリ

ティの内容、レベルにおける評価値の変化。そこで，①

における情報量の指標としてば，面接者が質問項目にlill

答することのできた回答数を用いる。②においては，評

定尺度の数値（l～5）を「-2～0～＋2」に変換し，それ

にパーソナリティの内容別の対応する回答数を乗じた秘

を評価値2）とする。また，①に関する情報量は，「面接

音」と「被面接肴」の二つの側面から見ることができ

る。これをそれぞれ「面接肴別情報量｣，「被面接者別情

報量」と呼ぶことにする．

２．主要な結果

１）質問項目に対する回答レベルの情報獲得過程。

面接経験の増､'1に伴ない，被面接者の性絡特徴にllL1す

る情報は，いかなる過程を経て獲得されていくのであろ

うか。以下，これを〔面接者〕・〔被面接者〕の二つの側

面から分析していくことにする。

（１）面接者別の性格特徴に関する情報獲得過程の分

析。

各面接終了時に，面接者が被面接蒜の性格特徴に関す

る評定で，全60項目のうち自信値１以上で回答した項目

6０
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througheachinterview(Thedegreeof

self-confidence：１１)：Theaverageof
eachinterviewer．

●●●●

数を，その'1＃点での全情報量とし↑それを面接肴8）Ａ～

Ｄ別の平均で示したものがFig.５である。また自信値

２で回答した項目数を同様に鰹めたものがFig.６であ

る。これらから次の歌が言える。

①情報の獲得を示す曲線は，非常にたちあがりの速い

coI1cavedownward型である。②この曲線は，面接

打により固有のパターンがある『即ち，面接１で既に殆

んどの情報を獲得する人（B)，面接経験の増加に伴ない

除々に情報を獲得していく人（Ｄ)，面接経験の増加に伴

ない情報の穫得で増減のある変動を示す人(Ａ)がいる。

③更に，各面接者が１Ｍ々の被面接者に関する情報を，ど

のようなパターンで鍵得していったかということを検討

すると，面接者Ｂ・Ｃは被面接者ｒ～ｔに対して同じよ

うな曲線パターンでIIli報を獲得している。面接者Ｄは

r,ｔの情報を類似したパターンで獲得しているのに対し

て，ｓの情報獲得が遅い。面接者Ａは,r,ｔに対して同じ

パターンで''１１i報を獲iM1していくが,ｓに対する情報礎得量

は面接経験が増加しても増減のある変動を示している。

④自信値２で評定した項目数は，面接者Ａ･Ｃ．Ｄにと

り面接経験が増加するのに応じて約12項日位で増減を示

している。これに対して面接者Ｂは，他の３人と項目数

のレベルはかなり異なるが，やはり約50項目で増減のあ

る横這を示している。

（２）被面接音別の性格特徴に関する情報獲得過程の分

析。

面接者別に情報獲得過程の分析を行った結果，何人か

ｊ

帥
釦

０
釦

０
田

４
１

（
弓
８
５
－
）
垣
３
．
｝
一
別
）
○
＄
Ｌ
国
⑪
つ
む
｛
一
一
』
⑩
」
ら
）
功
射
【
』
（
莨
恐
』
』
○
出
目
一
日
。
Ｚ

一
／

Ｉ ／

’ 川…

一一‐一
一一一

１２３４５６

NumberofinteTview筋

Ｆｉｇ．５Ｔｈｅａｍｏｕｎｔｏｆｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎｓａｃｑｕｉｒｅd

througheachinterview：（Overthede‐

greeofself-coniidence：Ｉ)：Theaver‐

ａｇｅｏｆｅａｃｈｉｎｔｅｒｖｉｅｗｅｒ．

￣



第１４号１９７１

の平均I1i1Iで表示したものである。これらから次の事が言

える。

①全情報量を示す曲線は，平均値の上でほぼ類似した

パターンを示しており，面接者にとって特に情報の獲得

しにくい被面接者は認められないが，ややｓの情報が獲

得しにくいと言える。

②更にｓを細かく分析すると，既に〔(1)－③〕に述べ

たように，面接者Ａ･Ｄにとって獲得しにくい蝋が分っ

た。

③'１１－の被面接者に対して|可じようなパターンを示す

といっても，面接者によりｉｉＩｊ報穫得速度及びパターンは

異なる。

④自信値２で獲i()した情報量を示す曲線は，面接経験

の噌加にも拘らず約20項目位で横這状態を示している。

またそのIlh線パターンは，ｒ～ｔでほぼ類似しているが，

ｓのレベルが低い。

（３）性格特徴に関する最終評価`)形成過程の分析１゜

これまで情報の獲得過程に関して，質問項目に対する

面接者の回答数の変化という量的側面から分析を加えて

きたが，ここでは被面接者に対する面接者の最終評価が

いつ頃形成されたかという事を検討する。Fig.９は，

各面接終了時に保持している情報のうち，岐終面接時に

保持している情報と評定値の一致する項'三|総数の変化

を，「面接者別の平均値」で表示したものである。また

Ｆｉｇ．１０は，「被面接者別の平均値」で表示したもので

ある。これらから次の１１がいえる。

社会学研究科紀要7２

の面接者にとり特定の被面接者の情報が獲i\されにく

い事が認められた〔(1)－③〕。従ってこの現象を更に明

確に把握するために，被面接者の側面から検討を加え

る。Fig.７は，各面接終了時に保持している面接者の

全情報理を被面接者ｒ～ｔごとに纏め，それを平均(|hで

表示したものである。またFig.８は，全情報量の中で

自信値２で評定したものだけを被面接者ごとに纏め，そ
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時に保持している情報と評定尺度値の一致する怖報量。

Fig.１１は，面接経験の増加に伴なう「Ｒ」の変化を，

|、接者ﾘﾘの平均値で表示した()のである。Ｆｉｇ．１２は，

この「Ｒ」を，被面接者別の平均値で表示したものであ

る。またＦｉｇ．１３は，樅尾の資料をもとに筆者が「Ｒ」

を算Ⅱ北，表示したものであるr，これらの結果から次の

蝋が言える。

①面接者911にＲと表示した１１１１線は，水ﾘﾐ験ﾉU(び縦尾

⑪
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Fig･１０Ｔｈｅｃｈａｎｇｅｏｆｔｈｅａｍｏｕｎｔｏｆｉｎｆｏｒ‐
mationsconsistentwiththeorlere‐

ｔａｍｅｄａｔｔｈｅｃｌｏｓｅｏｆｅａｃｈｉｎｔｅｒｖｉｅｗ

（Overthedegreeofself-coniidence：Ｉ)．

Theaverageofeachinterviewee．

ｌ

凪。
ご
甸
望

.Ｍ）

２０

２
FU

OD①最終面接終了時の'1,1i報と一致する情報の塾を示す曲

線は,学習曲線でいう「消極的一積極的加速度曲線」に類

似したパターンを示しており，笹尾の「il7線」（FiH、２）

とは異なっている．

②面接者Ａ～Ｄ間の曲線パターンは類似しているが，

ｃのレベルがやや高い。

③同一面接者内においても，被面接者が異なれば'''1線

のパターンもまた多少異なる。

④「被面接者別の平均値」で，Ｍ[終評11{iと一致する情

報量を示した曲線は，ｒ～ｔで殆んど同じパターンを示

している。

⑤しかし，被面接者ｒ～ｔを個々に検討した場合，ｓ

に関する一致した情報量は，面接者Ａ･Ｂ.Ｄに比べてＣ

のレベルが高い。

（４）性格特徴に関する最終評価形成過程の分析ＩＬ

筆者は(31で，被面接者に対する面接者の最終評価の形

成される時期を検討した。しかし，その曲線パターン

は，笹尾のとはかなり異なる様相を示した。この相違の

原因が全情報量のレベル差にあると考え，ここでは「全

情報量」の'二１１で「最終評価と一致するｌＩｉｌｉ報量」の占める

比率「Ｒ」を求め，面接経験の増加に伴なうその変化を

;検討する。

Ｒ＝ＩｙＡ

Ａ：各面接で漣得した全備報量。

Ｂ：各面接で鍵得した全備報量の中で，最終面接終了

４５６

ＮｕｍｂｃｒｏＩｉｎｌｅｒｖｉｅｗｓ

ＦｉＲ．ｌｌＴｈｅｃｈａｎｇｅｏｆｔｈｅｒａｔｉｏｏＩｍｆｏｒｍａ‐

ｔｉｏｎｓｃｏｎｓｉｓｔｅｎｔｗｉｔｈｔｈｅｌａｓｔｏｕｔｏｆ

ｉｌ】fol･ｍａｔｉｏｌＴｓｒｅｔａｉｎｅｄａｔｔｈｅｃｌｏｓｅｏＩ

ｅachinterview（Overthedegreeof

self-confldel1Ｃｅ：Ｉ.)：TheaverageoI
eachinterviewer．

。
ｐ
飼
閣

Numberofinterviews

Filg．］２Ｔｈｅｃｈａｎｇｅｏｆｔｈｅｒａｔｉｏｏｆｉｎｆｏｒｍａ・

ｔｉｏｎｓｃｏｎｓｉｓｔｅｎｔｗｉｔｈｔｈｅ］ａｓｔｏｕｔｏｆ

ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎｓｒｅｔａｉｎｅｄａｔthecloseof

eachinterview（Overthedegreeof

self､confidence：Ｉ)：Theaverageof
eachinterviewee．
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ナリティの内容により，固定評lilli項目の多いものと少い

ものがある。

２）「パーソナリティの内容」レベルにおける評価値
の変化。

既に筆者は１)で，「他者の性格特徴に関する情報の獲

１冊過程」を，面接者の回答数という量的な指標をⅢいて

i検討してきた。しかしそこでは，回答に含まれている評

定尺度値を度外視したために，被面接者に対する面接者

の性格特徴の評価がどのように変化したのか分析できな

かった。従ってここでは，その評定尺度値をもとにし

て，パーソナリティの内容別の評価値の変化を検討す

る。面接経験の増加に伴なう評価値の変化は，面接者４

人，被面接者３人で４×３種あるが，このうち特に典型

的なものを，Ｆｉｇ．１４に表示した。このことから次の事

が認められた。

①面接者別に，評価値の変化を示す曲線パターンの様

相を見た場合，面接者により固有のパターンがある。即

ち，面接者Ａ・Ｂは，その曲線パターンがかなりⅢ]確に

分化しているのに対し，Ｃのはあまり分化していない。

②同一被面接者に関する評価は，必ずしも面接者間で

一致しているとは言えない。

惹
餡

ＮｕｍｂｅｒｏfiI1terviews

Ｆｉｇ．１３ＴｈｅｃｈａｎｇｅｏｆｔｈｅｒａｔｉｏＤｆｉｎｆｏｒｍａ・
ｔｉｏｎｓｃｏｎｓｉｓｔｅｎｔｗｉｔｈｔｈｅｌａｓｔｏｆｉｎfor‐

ｍａｔｉｏＩｌｓｒｅｔａｉｎｅｄａｔｔｈｅｃｌｏｓｅｏｆｅａch

interview：Theaverageofeachinter‐
viewerlComputedfromSasao．Ｔ，

（1969）1)ｙＳａｔ〔)ｗ，Ｈ］

ともconcave､downward型のを示している。しかし，

本実験よりも擬尾の万がややたちあがりが迷いといえ

る。

②本実験の場合，面接者Ｃの「R」は，他の３人に比

べてレベルがやや高い。また，同一面接者内では，類似

した曲線パターンを示しているが，被面接が腿なれば，

そのパターンも多少異なる。
●●

③筏尾の場合，面接者の曲線パターンを個々に検討す

ると，面接者０は「直線型」に近いが，他のＰ～ｓは

「concave､downward型」を示している．

④本実験の場合，被面接者別に「Ｒ」を見た場合，そ

の曲線パターンはｒ～ｔ間で殆んど類似している。

（５）被面接者の性格特徴に対する固定的評Illio

(3)と(4)で，最終評定と一致する情報量の変化を検討

してきた。しかしそこでは，ある項'1の評定他が面接ｌ

で一致したからといって，その後ずっと一致するかどう

かは分らない。従ってここでは，面接１～７を通して，

評定値の固定している項目の有無を検討する。この結

果，次の事が認められた。

①評価の固定している項日数は，被面接者１人につ

き，面接者４人を合せても10～14項目と非常に少い。

②同一被面接者に|１０する評lIUの固定した項'二|は，面接

者によりかなり異なり，共通性は認められない。

③評価の固定している項|］をパーソナリティの内容別

に纏めると，「D｣-11項目，「Z｣－９項目と多く，これに

対し「E｣－１項目，「Ｎ｣－３項目と少いぃ即ち，パーソ

ｉ一一一一一一

帥

Ｔｈｅｃｏｎｔｍ【ｓＤｆｐｅｒｍＩ】alitV□
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Ｆｉｇ・ｌ４ＢＴｈｅｃｈａｎｇｅｏｆｅｖａｌｕａｔｉｏＩ１ｓｃａｕｓｅｄｂＶ

ｔｈｅｉｎｃｒｅａｓｅｏｆｅｘｐｅｒｉｅｎｃｅｏｆｉｎｔｅｒ‐

Views・

lnterviewer：Ｂ，II1terviewee：ｒ

ＣＤ
３＆』・５６

Numberofinterviews

Fig・ｌｌＤＴｈｅｃｈａｎｇｅｏｌｅｖａｌｕａｔｉｏｎｓｃａｕｓｅｄｂｖ

ｔｈｅｉｎｃｒｅａｓｅｏｆｅｘｐｅｒｉｅｎｃｅｏｆｉｎter‐
ｖＩｅｗｓ･

Ｉｎｔｅｒｖｉｅｗｅｒ：Ｄ，ｌｎｔｅｒｖｉｅｗｅｅ：ｓ

実験Ⅱ

「Ｉ的自然な形で知合いになった人物の性格特徴に関

する情報がいかなる過程を経て礎得されたかというリドを

検討する。

資料収集の方法

ｌ）資料収集のための材料。「精研式第一印象評価

用紙」の60項ロ（Ｎｏ．ｌ～6())。

.回答用紙。。カード・ボード。

２）実験の時期１１日和４７年１１月～１２１]。

３）実験場所慶応義塾大学三|{1心理学実験室

（Ｂ112).

４）被験者（評定者）‘ﾉﾐ験ｌの面接者４名を含む心

妨
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ＮｕｍｂｅｒｏｔｌｎｔｆＴｖ１ｅｗＲ

Ｆｉ９．１４ＣＴｈｅｃｈａｎｇｅｏｆｅｖａｌｕａｔｉｏｎｓｃａｕｓｅｄｂｙ

ｔｈｅｍｃｒｅａｓｅｏｆｅｘｐｅｒｉｅｎｃｅｏｆｍｔｅｒ‐

ｖ１ｅｗｓ

Ｉｎｅｒｖｉｅｗｅｒ：Ｃ，lnterviewee：ｓ Ｆｉｇ．１５AcaTdboardforsortingcategories．

a･最初(初対面)から
現在までずっと変らず
に感じている性格特徴

ｂ･妓初は感じていなか
ったが､交際するにつれ
て途中から感じるよう
になった性格特徴

Ｃ、 最初から現在まで
ずっと感じていない
性格特徴

d･最初は感じていたが、
交際するにつれて途中
から感じなくなった
`性格特徴
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、）手続被験省の前にカード・ボード（Fig.１５に

呈示）とshulneされた質問項に1を置き，次のような教
●◆

示を与える。「ﾆｵしからあなたに，llril性の親しい友人一

幼な友達を除いて，その人と初めて会った時期のいえる

人に限ります－を５人思い|Ｉ)してもらいます。ここにＩ１ｌｉ

格特徴を氾述したカードがありますから，二のカード

を，その各々の友人と交際するにつれて感じるようにな

ったパーソナリティの印象によって，カード・ボード１２

の４つのカテゴリーに分類してください。」そして，衿

カテゴリー別に回博用紙に妃入してもらう。その際，街

質問項目を分類した時，どの程度のIfll言をもってP|(11断し

たかを，’ﾉﾐ験［と!『i様に記入してもらう向

結果

ｌ）資料の整理方針実験Ⅱでは次の２つの側面から

「情報の獲得過程」を検討する。

①４つのカテゴリーに分類された質問項目の頻数をパ

ーソナリティの内容別に表示し，これを検討する。

②実験Ⅱと実験Ｉの結果を比較検討するために，実験

Ｉの資料をもとに，面接経験の燗加仁伴なう質問項目に

対する評定尺歴値の変化を手掛にしてカテゴリーに分類

鏑１４号１６７１

し，これとパーソナリティの内容別に表示し検討する。

２）主要な結果

Ｆｉｇ．１６は，「自然な形で知合いになった人物」の性

格特徴に関する情報の痩得過程をパーソナリティの内容

別に示したものである。またＦｉｇ．１７は，実験Ｉの結果

をもとにして５つのカテゴリーに分類した。即ち，「面

接ｌ～７を通して，評定尺度値が４～５の質問項目」→

カテゴリーａ。「面接］で評定尺度値がｌ～３であった

ものか，面接２以降４～５になった質問項目」→カテゴ

リーｂ･「面接ｌ～７を通して，評定尺度値がｌ～３の

質問項Ｈ」→カテゴリーｃ･「面接ｌで評定尺度値が４

～５であったものが，面接２以降，評定尺度値がｌ～３

になった質問噸目」→カテゴリーｄｏそして新たに，

「面接１で評定尺度値が４～５（または]～３）であっ

たものか，面接２～６で１～３（または４～５）にな

り，面接７で元の４～５（または’～３）になった質問

項目」→カテゴリーｅｏ

①「|{l然な形で知合った人」ノMしぴ「奥験１の被面接

背」の性格特徴に側する情報の溌得される時期は，パー

ソナリティの内容によってそれぞれ異なる。

②「カテゴリーａ：岐初からずっと感じている性格特

431）
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Ｆｉｇ、１７Ｔｈｅａｃ(luisilionprocessofinformal1onsclassilie〔ｌｂｖｔｈｅｃ()l1tentsolpersol】alilv

-aboLltll】ｅｐｅｒｓｏｎａｌｉＷｌｅａｌｕｒｅｓｏ「ｔｈｅｐｅｒｓｏｎｓｕｎｄｅｒｅｘｌ〕eriInellIL

徴」に分類された質問項目は，「自然な形で知合った人」

の場合，Ｚ.，．Ｅに属するものが多いのに対して，

「だ験Ｉの被面接者」の場合，このカテゴリーに含まｵＬ

る質問項口は比較的少い＿

③「カテゴリーｂ：途''1から感ずるようになった１１k格

特徴」に分類された質問項Ｈは，「｢|然な形で知合った

人」の場合，Ｚ.Ⅸ.Ｄ・ＩＩ.Ｅに属するものが多く，

「実験Ｉの被面接者」の場合，１２．Ｎ・’1に属す△もの

が多い．

④「カテゴリーｃ：最初から感じていない性格特徴」

に分類された質問項目は，「自然な形で知合った人」及

び「実験ｌの被面接荷」とも，パーソナリティの|ﾉ｣容に

関係なく非常に多い。

⑤「カテゴリーｄ：最初は感じていたが，途''１から感

じなくなった性格特徴」に分類された質問項目は，「向

然な形で知合った人」の場合，ｓに属するものが多く，

「実験Ｉの被面接者」の場合，ｓ・Ｚに属するものが多

いｃ

⑥「カテゴリーｅ：最初感じていたものが途中で感じ

なくなり，駁後にまた感じるよう１二なった性絡特徴。ま

たは，この逆であったもの」に分類された質問項F1は，

「自然な形で知合った人」の場合，パーソナリティの|ﾉｌ

客に関係なく多い。

総合考察と結論

本欄は，他者の性桁特徴に関する人間の情報獲得過程

を，’ﾉﾐ験］.uをjl｣iして様々な角度から検,Mしたが，結

,;iiiとしてりくの'饗が導かれた。

１）他者の性絡特徴に関する↑I1i報懲｛!)過障。

樅尾(1969)のように，面接者に|Ni接|u]数をあ｢〕かじめ

Ｉｊｌｌうせた場i'↑，１１史終IIi接終j''１５まで'二60項｢|すべてにlul

啓できるように，面接同数にうまくＩｆ１ｌ振りなが!），Ii1j綴

を鰹得していく。これに対して艇ﾉﾐ験のように，Uhi接昔

に面接|i；Tl数を知らせない場合，初対面のｌｌｌｉに蛤んどのIili

Wlを獲得してしまう、つまり，本奨験のように，面接者

にとって面接回数がさだかでない場合，なるべく早い時

期に情報を鍵得しようという心的機iljllが働くのではない

かという事が示唆された、

２）他者の性格特徴に関する岐終,iIi価形成過朽lの分析

｜－質問項目レベル

各面接で蝿得した怖報のうち，1度終ｉｉｉ接終了'１$に脈持

している情報と評定尺度値の一致する情報量（項目数）

は，笹尾(1966)の場合，ｉiii接１で約15項目，その後「直

線的な型｣で増Dl1していく。ﾆｵLに対して本実験の勘合，

､i接１で約１７項目，その後，リjを晋['１１線でいう「消極的

一一仙極的加速}唾Iljl線|こ顛似した型」でIVi1jl1していく，

従って，このことから最終評価の約301；も近くが初対面で

I|診｣戊されるといえる。また面接２以後の曲線パターンが

'''1実験結果で異っているが，「全情報量」の中て「舷終

坪価と一致する情報錘」の占める比率「Ｒ」を求めた結

'１４，iili背とも「(P(〕ncnve-(|(,ｗ１１ｗａｒｄ型の,'１，線」を示し

たので．この'Tl連は，反応数によるものとを考えられる。
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３）他者の性絡特徴に関する最終評価形成過程の分析

Ⅱ－パーソナリティの内容レベル

２）の分析で「第一印象」の効果がある程U芝示唆され

た。しかしこの分析法では，たとえある項Ｆ１の評定尺度

値が面接１と最終評価とで一致したからといって，それ

が面接２で一致するという保証はない。また本災験でⅡ］

いた質問項目は，個々に無関係・独立したものではな

く，１０項Ⅲづつ集まって－つのクラスター即ち，パーソ

ナリティの内容を形成している。従ってここでは，パー

ソナリティの内容別評Illli値が面接経験の増力Ⅱに伴ない，

どのように変化するかを検討した。その結果次の４つの

典型的なタイプが認められた。

③いわゆる第一印象によって，後々まで制約を受け

るタイプ（Figl4-B)。

⑰面接経験の増加に伴ない，除々に評価が分化(dｉｆ‐

ferentiate）していくタイプ（Fig.１４－，)。

、面接経験が増川Iしても，評lilliがダイナミックに変

動して，なかなか固まらないタイプ（Fig.１４－Ａ)。

①面接経験が増加しても，評Ｉ'[}iがなかなか分化しな

いタイプ（Fig、Ｍ－Ｃ)。

従って，この事から，ペーソナリティの評価が形成さ

れるのには，いくつかのタイプがあり，一義的に第一lEIj

象によってのみ決定されるものではないという#l:が鰍め

られた゜

４）一般に，我々にとって，判断事態を多く経験すれ

ばする程一層，各人の判断基準が明確になり，それだけ

自信をもって判断しやすくなると考えられる“しかし本

実験では，面接経験が増加しても，自信'１１'[２で回答した

項目数は，単調増加函数的に増えるものではなく，面接

肴Ｂを除き，約10～20項日位のところで横道を示してい

る。従って，判断に対する|:'億は，面接経験の1WIⅡ仁伴

ない,それに応じて一義的に増加していくとはいえない。

５）「自然な形で知合った人」と「突験Ｉの被評定者」

の性格特徴に関す情報漣得過程は，かなり異なる。即

ち，前者の場合，カテゴリーａ：初対面の時から感じて

いる性格特徴一に分類される質問項目が多いのに対し

て後者では少い。従ってこの結果から，「自然な形で知

合った人」の性格特徴に関する情報獲得に際して，第一

印象は，全く初対面のときに形成されたものというより

むしろ，初対面のときから数回の面接期間（Ｔｈｅｓｐａｎ

ｏｆＩｉｒｓｔｉｍｌ〕Tessiollformation）に形成されたものでは

ないかということが示唆された。

６）パーソナリティの内容によって，性格特徴にＩｌＭす

る情報の痩得１１$期は異なる。また，「自然な形で知合っ

た人」及び，「実験Ｉの被面接者」とも，カテゴリーｃ:

最初からずっと感じていない性格特徴－に分類された

質問項目が多いが，特に１ｍ昔の場合，被験者にやや強制

選択的に４つのカテゴリーに分類させたので頻数が多く

なったものであり，「わからなかったら，分類しなくて

もよい」と教示したならば，もっと少くなる7〕と考えら

れる

７）当初，Ａschの言う“ｃｏｌｄ，，と．`ｗarm'，に対

応する核になるようなものがあるのではないかと予測

し，面接者に被面接者を一言で表現させたが，筆者の期

待したような結果は本実験からは得られなかった。

註

Ｉ）ペーソナリティの内容とは，佐野(1965)の言う「精

ごlqll的分化（、)」･｢分裂性知質(Ｓ)」「躁欝性気質(Ｚ)」

。「鮒１１i]性気質（Ｅ)」・「ヒステリー的傾向（11)」・「神

経質的rIlfリ（Ｎ)」と言うパーソナリティの６つの内容

を指す。

2）パーソナリティの内容別評価'1[〔をベクトルで表現す

ると次のようになる。評定尺度値(1～5）を「－２～＋

２」に変換すると変換値Ａは『
Ａ＝(－２，－１，０，÷l，＋2）

ペーソナリティの|ﾉﾘ答「Ｚ」の１１１１答数をＮ(z）とする

なら

Ｎ(z)＝(n-u(z)，11-1(Z)，……112(Z)）

故に「Z」の評価ｌｌＩｉＳｚは

ＳＺ＝ＬＮ(z）（但しＡ､Ｎ(z）は内脳）同様

にして，「Ｈ｣……「、」の評価値Ｓｍ……ＳＤは
Ｓｍ＝ＡｏＮ(ｍ

ＳＤ＝Ａ･Ｎｍ）

3）本稿では面接者を大文字Ａ～Ｄ、被iIli接者を小文字

ｒ～ｔと表記する。

I）面接７で獲得された評Ililiを最終評価とする。

5）而接７のＲは，全て1.()0になるのでここでは考慮に
入れないことにした。

6）カテゴリーｅとは雌初，感じていたしのが途中で感
じなくなり，最後にまた感じるようになった性格特徴。

または，この逆になった性格特徴．

7）この事に関して，小谷津孝明助教授より有益な御助
言をいただきました。
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